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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、飲料貯留容器が置かれる支持面と、前記支持面の上に配置される飲料分
注ノズルと、可動補助面とを有する飲料製造装置であって、
　前記可動補助面は、前記支持面に組み合わされ、前記可動補助面が前記支持面に実質的
に平行である作動位置と前記可動補助面が前記支持面から取り外される休止位置との間を
移動可能であり、前記作動位置において前記可動補助面は前記ハウジングに関して前記支
持面を超えて第１方向に突出し、
　前記飲料分注ノズルは、前記第１方向に突出するように実質的に水平な軸の回りで旋回
可能に前記ハウジングに接続され、前記支持面に置かれる容器に飲料を分注する第１位置
と前記可動補助面に置かれる容器に飲料を分注する第２位置との間を移動可能であり、前
記第２位置は前記第１位置より高い、
　飲料製造装置。
【請求項２】
　ハウジングと、飲料貯留容器が置かれる支持面と、前記支持面の上に配置される飲料分
注ノズルと、可動補助面とを有する飲料製造装置であって、
　前記可動補助面は、前記支持面に組み合わされ、前記可動補助面が前記支持面に実質的
に平行である作動位置と前記可動補助面が前記支持面から取り外される休止位置との間を
移動可能であり、
　前記飲料分注ノズルは、前記支持面に置かれる容器に飲料を分注する第１位置と前記可
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動補助面に置かれる容器に飲料を分注する第２位置との間を移動可能であり、
　前記飲料分注ノズルは前記可動補助面と協働するリンク機構に拘束され、
　前記リンク機構は、前記飲料分注ノズルが前記第１位置から前記第２位置に動かされる
ときに前記可動補助面を前記休止位置から前記作動位置に旋回させ、且つ、
　前記リンク機構は、前記可動補助面が前記作動位置から前記休止位置に動かされるとき
に前記飲料分注ノズルを前記第２位置から前記第１位置に傾け、且つ、
　前記リンク機構は、前記飲料分注ノズルが拘束されるドアにヒンジで連結され且つ滑り
フック部材を備える並進アームを有し、
　前記フック部材は、前記飲料分注ノズルが前記第２位置にあり且つ前記可動補助面が前
記作動位置から前記休止位置に動かされるときに、前記可動補助面によって係合可能とさ
れ、
　前記フック部材は、前記飲料分注ノズルが前記第１位置から前記第２位置に動かされる
ときに、前記休止位置から前記作動位置の方に前記可動補助面を押す、
　飲料製造装置。
【請求項３】
　前記飲料分注ノズルは、前記第１位置から前記第２位置に或いはその逆に動かされる傾
斜動作が与えられる、
　請求項１又は２の装置。
【請求項４】
　前記可動補助面は、前記支持面に実質的に平行な軸の周りを旋回可能である、
　請求項１乃至３の何れかの装置。
【請求項５】
　前記可動補助面は、前記ハウジング又はその延長部に旋回可能に係合される、
　請求項４の装置。
【請求項６】
　前記休止位置において前記可動補助面は前記ハウジングに隣接して置かれ且つ前記支持
面に実質的に垂直である、
　請求項１乃至５の何れかの装置。
【請求項７】
　前記作動位置において前記可動補助面は前記ハウジングに関して前記支持面を超えて突
出し、且つ、前記第２位置において前記飲料分注ノズルは前記ハウジングから突出する、
　請求項２の装置。
【請求項８】
　前記第１位置において前記飲料分注ノズルは前記ハウジング内で且つ前記支持面の上に
固定的に配置される注ぎ口と流体的に連通し、飲料が前記飲料分注ノズルから前記注ぎ口
を通じて分注されるようにし、且つ、
　前記第２位置において前記飲料分注ノズルは前記飲料分注ノズルから直接的に飲料を分
注するように配置される、
　請求項１乃至７の何れかの装置。
【請求項９】
　前記ハウジングは本体から突出して前記支持面の上にある前部を有し、且つ、前記飲料
分注ノズルは前記前部に取り付けられる、
　請求項１乃至８の何れかの装置。
【請求項１０】
　前記第１位置において前記飲料分注ノズルは前記ハウジング内で且つ前記支持面の上に
固定的に配置される注ぎ口と流体的に連通し、飲料が前記飲料分注ノズルから前記注ぎ口
を通じて分注されるようにし、且つ、
　前記第２位置において前記飲料分注ノズルは前記飲料分注ノズルから直接的に飲料を分
注するように配置され、
　前記ハウジングは本体から突出して前記支持面の上にある前部を有し、且つ、前記飲料
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分注ノズルは前記前部に取り付けられ、
　前記注ぎ口は、前記ハウジングの前記前部に取り付けられ、前記前部は前記前部の下に
配置される前記支持面に面する、
　請求項１乃至７の何れかの装置。
【請求項１１】
　前記可動補助面は、前記前部の下で前記ハウジングの前記本体にヒンジで連結される、
　請求項９又は１０の装置。
【請求項１２】
　前記第１位置において、前記飲料分注ノズルは前記ハウジングの前記前部に形成される
座部に配置され、且つ、
　前記第２位置において、前記飲料分注ノズルは前記座部の外側に突出する、
　請求項９乃至１１の何れかの装置。
【請求項１３】
　前記座部は、前記飲料分注ノズルが拘束されるドアで閉じられ、該ドアを開閉すること
によって前記飲料分注ノズルが前記第１位置から前記第２位置に或いはその逆に動かされ
るようにする、
　請求項１２の装置。
【請求項１４】
　前記飲料分注ノズルと前記可動補助面との間に機械的接続を有し、該機械的接続は前記
飲料分注ノズルと前記可動補助面との間で又はその逆で動きを伝える、
　請求項１乃至１３の何れかの装置。
【請求項１５】
　前記飲料分注ノズルは前記可動補助面と協働するリンク機構に拘束され、
　前記リンク機構は、前記飲料分注ノズルが前記第１位置から前記第２位置に動かされる
ときに前記可動補助面を前記休止位置から前記作動位置に旋回させ、且つ、
　前記リンク機構は、前記可動補助面が前記作動位置から前記休止位置に動かされるとき
に前記飲料分注ノズルを前記第２位置から前記第１位置に傾ける、
　請求項１乃至１４の何れかの装置。
【請求項１６】
　前記可動補助面は前記可動補助面から液体が落ちるのを防止するための周辺突起を備え
る、
　請求項１乃至１５の何れかの装置。
【請求項１７】
　前記周辺突起は前記可動補助面を部分的に取り囲む、
　請求項１６の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は飲料製造マシンに関し、特に、非限定的にはコーヒー製造マシンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　コーヒー製造マシンは益々人気が出てきている、広く利用されている家庭用器具である
。
【０００３】
　これらのマシンは、エスプレッソコーヒー、フレッシュブリューコーヒー（アメリカン
コーヒー）、カプチーノ、“ラテマキアート”等の様々な種類のコーヒーベースの飲料の
調製のために一般的に使用されている。飲料の種類及びユーザの望みに応じ、その飲料は
、エスプレッソカップ、大きなティー又はコーヒーカップ等の大小の容器に貯留される。
多様な高さの複数の容器の使用を可能にするため、カップ載置／支持面と飲料分注ノズル
との間の距離を調整する手段を提供するマシンが開発されている。米国特許第７６５４１
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９２号は、飲料分注ノズルとカップ支持面との間の距離を調節するためのかなり複雑な機
構を備えた、垂直に調整可能で且つロック可能な流出ユニットを有するコーヒーマシンを
開示する。
【０００４】
　欧州特許出願公開第１６３９９２６号は、固定位置に配置された飲料分注ノズルとその
下にあるカップ支持面とを備えたコーヒー製造マシンを開示する。カップ支持面は、その
支持面と飲料分注ノズルとの間の距離が飲料分注ノズルの下に配置されるカップ又は他の
容器の寸法に合わせられるように調節され得る。また、この場合、調節機構はかなり複雑
で且つ高価である。
【０００５】
　さらに、これらの既知のマシンにおける飲料分注ノズルとカップ支持面との間の距離を
調節する手段は扱いにくく、且つ、かなり大きなハウジングを必要とする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許第７６５４１９２号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第１６３９９２６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　一態様にしたがって本発明はコーヒー製造マシンを提供する。より一般的には、カップ
が置かれる載置面と飲料分注ノズルとの間の距離を調節するための単純で安価な手段を含
む飲料製造マシンを提供する。本発明の望ましい実施例の目的は、コンパクトな寸法を有
しながらなお大小様々な飲料貯留容器又はカップの使用を可能にする飲料製造マシンを提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、独立請求項によって定められる。従属請求項は、本発明のさらなる有利な実
施例及び特徴を定める。
【０００９】
　本発明にしたがって、ハウジングと、飲料貯留容器が置かれる支持面と、その支持面の
上に配置される飲料分注ノズルとを有する飲料製造マシンが提供される。また、支持面に
組み合わされる可動補助面が提供され、可動補助面は、可動補助面が支持面にほぼ平行と
なる作動位置と、可動補助面が支持面から取り外される休止位置との間で移動可能である
。分注ノズルは、抽出ユニット等によって生成される飲料を支持面に置かれる容器に分注
するための第１位置と、可動補助面に置かれる容器に飲料を分注するための第２位置との
間を移動可能である。
【００１０】
　上記構成は、分注ノズル及び可動補助面をそのマシンの設置面積の外側の位置に持って
行くことによってより大きな容器が使用できるようにする。それ故に、そのマシンは、極
めて小さい寸法、特に小さい設置面積で設計され得る。それ故に、そのマシンは運びやす
く、且つ、小さいキッチン等の利用可能なスペースがほとんどない場所にも配置され得る
。それにもかかわらず、そのマシンは、単に分注ノズル及び可動補助面を外側に突出する
位置に一時的に傾けるだけで大きなカップ又は容器に飲料を分注するよう構成される可能
性を維持する。必要とされない場合には、可動補助面及び分注ノズルは、そのマシンの設
置面積の外側に突出しない個々の休止位置に戻され得る。
【００１１】
　いくつかの実施例では、飲料分注ノズルは、第１位置から第２位置或いはその逆に動か
されるようにする傾斜動作が与えられる。同様に、典型的且つ望ましい実施例では、可動
補助面は、休止位置から作動位置或いはその逆に動かされるよう、支持面に実質的に平行
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な軸の周りに旋回可能である。
【００１２】
　いくつかの実施例では、休止位置にある場合、可動補助面はそのハウジングに隣接し、
且つ、支持面に実質的に垂直に配置される。作業位置では、可動補助面はハウジングに関
し、支持面を超えて突出し、また、第２位置では、飲料分注ノズルがそのハウジングから
突出する。
【００１３】
　いくつかの実施例によると、第１位置において、飲料分注ノズルは、ハウジング内で且
つ支持面の上に固定的に配置される注ぎ口に流体的に連通し、飲料分注ノズルから注ぎ口
に、そして、注ぎ口から支持面に置かれた容器に飲料が分注されるようにする。第２位置
では、作動位置に配置された可動補助面に置かれた容器内に飲料分注ノズルから直接的に
飲料を分注するように飲料分注ノズルが配置される。
【００１４】
　いくつかの典型的な実施例では、ハウジングは本体から支持面の上に突出する前部を有
し、また、飲料分注ノズルはその前部（例えばその前部に備えられた座部又は凹部）に取
り付けられる。いくつかの実施例では、注ぎ口がハウジングの前部に取り付けられ、その
前部の下に配置される支持面に面し、且つ、その前部の下にあるハウジングの本体には望
ましくは可動補助面がヒンジで連結される。
【００１５】
　分注ノズルが第１位置にあるときにその分注ノズルを収容するために座部が提供される
場合、その座部は閉鎖ドアを備えていてもよい。望ましい実施例では、飲料分注ノズルは
そのドアに拘束されてもよい。そして、そのドアを開閉することによって第１位置から第
２位置に或いはその逆に飲料分注ノズルが動かされるようにする。
【００１６】
　飲料製造マシンの調節を単純化するために、いくつかの実施例では、分注ノズルと可動
補助面との間に機械的接続が提供される。その機械的接続は、分注ノズルのみに作用を及
ぼすことで分注ノズル及び可動補助面の双方が動かされるように或いはその逆が行われる
ように設計され得る。いくつかの実施例では、直接的に或いは間接的に分注ノズルに接続
され且つ可動補助面と協働するリンク機構が提供されてもよい。そのリンク機構は、飲料
分注ノズルが第１位置から第２位置に動かされたときに可動補助面を休止位置から作動位
置に旋回させるように設計され且つ配置され得る。また、そのリンク機構は、可動補助面
が作動位置から休止位置に動かされたときにリンク機構が飲料分注ノズルを第２位置から
第１位置に傾けるように設計され且つ配置され得る。他の実施例では、リンク機構構成は
、ユーザが可動補助面を休止位置から作動位置に傾ける場合に、分注ノズルも第１位置か
ら第２位置に動かされ、また、ユーザが分注ノズルを第２位置から第１位置に動かす場合
に、作動位置から休止位置への可動補助面の反転運動をリンク機構が引き起こすように構
成され得る。これらの構成は、例えば一方の手だけを用いて分注ノズルに作用を及ぼし或
いは可動補助面に作用を及ぼすといったより単純な手法で一方の作動位置から他方への切
り替えを可能にし、飲料製造マシンの調節をより簡単で且つよりユーザフレンドリなもの
とする。
【００１７】
　特徴及び実施例は本書において以下に開示され、本記載の重要な部分を構成する添付の
請求項でさらに明記される。上述の簡単な説明は、後続の詳細な説明がよりよく理解され
るために、且つ、従来技術に対する貢献がよりよく理解されるために、本発明の様々な実
施例の特徴を説明する。当然ながら、以下に記載され且つ添付の請求項で明記される本発
明の他の特徴も存在する。この点に関し、本発明の複数の実施例を詳細に説明する前に、
本発明の様々な実施例がその応用においてその構成の詳細に限定されることはなく、また
、以下の記載で説明され或いは図面に示される構成要素の配置に限定されることもないこ
とを理解されたい。本発明は他の実施例を実現可能であり且つ様々な方法で実施され且つ
実行され得る。また、本書で用いられる表現及び専門用語が説明を目的とするものであり
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限定的なものと見なされるべきでない点を理解されたい。
【００１８】
　そのようなものとして、当業者は、本開示が基礎としている構想が、本発明の複数の目
的を遂行するための他の構造、方法、及び／又はシステムを設計するための基礎として容
易に利用され得ることを十分に理解するであろう。それ故に、そのような均等な構成が本
発明の精神及び範囲から逸脱しない限りにおいて請求項がそのような均等な構成を含むも
のと見なされることが重要である。
【００１９】
　本発明の開示された実施例とそれらの多くの付随する有利点のより完全な理解は、添付
図面との関連で検討される場合に以下の詳細な説明を参照してより良く理解されるように
、容易に得られるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】第１位置に配置された分注ノズルを有する本発明にしたがった飲料製造マシンの
側面部分断面図を示す。
【図２】第２位置に配置された分注ノズルを有する図１のマシンを示す。
【図３】図１の位置に対応する作動位置における分注ノズル及び可動補助面の斜視図を示
す。
【図４】図２の位置に対応する作動位置における分注ノズル及び可動補助面の斜視図を示
す。
【図５】図２の位置にあるマシンの前部の前面図を示す。
【図６】図２の位置にあるマシンの前部の斜視図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　典型的な実施例に関する以下の詳細な説明は添付図面を参照する。別々の図面における
同じ参照番号は同じ又は類似の要素を特定する。また、図面は必ずしも縮尺通りには描か
れていない。また、以下の詳細な説明は本発明を限定するものではない。その代わりに、
本発明の範囲は添付の請求項によって定められる。
【００２２】
　明細書全体に亘る“一実施例”又は“実施例”又は“いくつかの実施例”への参照は、
実施例との関連で説明される特定の特徴、構造、又は特性が、開示された要旨の少なくと
も１つの実施例に含まれることを意味する。それ故に、明細書全体に亘る様々な箇所での
“一実施例では”又は“実施例では”又は“いくつかの実施例では”といった語句の出現
は、必ずしも同じ実施例を参照するものではない。さらに、それら特定の特徴、構造、又
は特性は、１又は複数の実施例において任意の適切な方法で組み合わされてもよい。
【００２３】
　以下ではコーヒーマシンに対する参照が行われる。しかしながら、様々な寸法のカップ
又は容器を使用する必要が生じ、その結果として飲料貯留容器のための支持面と飲料分注
ノズルとの間の距離の調節の必要が生じるところの他の飲料製造マシンにおいても本発明
が具体化され得ることが理解されるべきである。
【００２４】
　図面では、コーヒーマシンは全体として「１」でラベリングされている。コーヒーマシ
ン１は、前方突出部分５を有するハウジング３を含む。飲料分注ノズル構成は、本書にお
いて以下で開示されるように、マシンハウジング３の前方突出部分５内に収容される。ま
た、本書に記載される典型的な実施例では、抽出ユニット７がハウジング３に配置される
。さらに、水容器、送水ポンプ、給湯器、中央制御ユニット、温度及びレベルセンサ、コ
ーヒーカプセルハンドリング機構等の他の構成要素、部品、及び手段もハウジング３内或
いはその周辺に提供される。これらの構成要素、部品、及び手段は当業者によく知られて
おり、本書で詳細を説明することはない。
【００２５】
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　ハウジング３の後部には、水容器９が提供され得る。そしてそこからは図示しないポン
プによって水が吸われ、そのポンプは抽出ユニット７に供給する所要の熱い加圧された抽
出用水を創出するために所要の圧力で給湯器に水を供給する。
【００２６】
　抽出ユニット７は、パイプ１１を通じて分注ノズル１３と流体的に連通する。いくつか
の実施例では、パイプ１１は、飲料分注ノズル１３が図１及び図２並びに図３及び図４で
それぞれ示す２つの異なる位置を取ることができるように、少なくとも部分的には可撓性
である。
【００２７】
　分注ノズル１３は、ドア又はハッチ１５に拘束される。ドア１５は、ハウジング３の前
部５に旋回可能に接続され且つ実質的に水平な軸１７の周りを回転可能である。
【００２８】
　閉位置（図１及び図３）において、ドア１５は、ハウジング３の前部５に設けられた座
部１９を閉じる。その閉位置では、飲料分注ノズル１３は、座部１９内に完全に収容され
る。飲料分注ノズル１３の遠位端すなわち最終端１３Ａは、分注ノズル１３と注ぎ口２１
との間で流体的な接続を確立するために注ぎ口２１に機械的に接続される。図面に示す実
施例では、注ぎ口２１は実質的に垂直に配置され、且つ、その遠位端２１Ａは支持面２３
に面している。支持面２３の上にはマシン１によって生成される飲料を貯留するためのカ
ップＣ等の飲料貯留容器が置かれ得る。
【００２９】
　支持面２３は、スロット、穴、又は開口２３Ａを備えた開口付きグリッドとして設計さ
れ得る。液体は、スロット、穴、又は開口２３Ａを通じて支持面２３の下に配置される図
示しない回収トレイに落ちる。支持面２３及び液滴回収トレイは、洗浄目的のために可動
であってもよい。
【００３０】
　支持面２３と注ぎ口２１の下端との間の距離は、注ぎ口２１を通じて分注されるコーヒ
ーを貯留するためにカップＣを支持面２３に置くことができるようにする距離である。カ
ップＣがこの位置に置かれるようにするために、カップの高さ（ｈ）は、注ぎ口２１の遠
位端２１Ａと静止面２３との間の距離（ｄ）よりも小さいものでなければならない。
【００３１】
　カップＣの代わりにより大きな（より背の高い）飲料貯留容器（例えばグラス）が使用
される場合、分注ノズル１３の位置が変更され、また、可動補助面が実質的に水平な位置
に置かれる。以下で開示するように、より大きな容器をその上に置くためである。
【００３２】
　図１及び図３に示す位置では、マシン１によって生成されるコーヒー又は任意の他の飲
料はパイプ１１、飲料分注ノズル１３、及び注ぎ口２１を通って流れ、最終的に容器Ｃに
貯留される。
【００３３】
　図２及び図４では、飲料分注ノズル１３の位置は、例えばより大きなカップ又はグラス
等のより背の高い容器Ｃ１に飲料を分注するために変更されている。この目的のため、飲
料分注ノズル１３は、飲料分注ノズル１３が拘束されるところであるドア１５を旋回させ
ることによって旋回軸１７の周りを回転させられる。この位置では、飲料分注ノズル１３
は、マシン１のハウジング３における突出する前部５に備えられる座部１９の外側に正面
向きに突出する。それ故に、飲料分注ノズル１３の遠位端１３Ａは注ぎ口２１から離れ、
且つ、容器Ｃ１の方に下向きに方向付けられる。
【００３４】
　飲料分注ノズル１３の傾斜動作は、図２及び図４に示すように１１Ａにおいて曲がるパ
イプ１１の少なくとも一部の可撓性によって可能となる。
【００３５】
　飲料分注ノズル１３の遠位にある出口端１３Ａはこの位置においてマシンの設置面積の
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外側に突出するため、本書で開示される実施例では、可動補助面２５が提供される。可動
補助面２５は、通常はマシンの設置面積内に戻される。すなわち、マシンの設置面積の外
側には突出せず、必要なときにだけそこから突出するように作られる。可動補助面２５は
、２９においてヒンジでハウジング３又はその突出部３Ａに連結される一対の旋回アーム
２７によって支持され得る。図面に示す実施例では、可動補助面２５及び各旋回アーム２
７の回転中心は支持面２３の下にあり、且つ、旋回アーム２７は、支持面２３の両側で支
持面２３に備えられる対応スロット２３Ｓ内を動く。分注ノズル１３と可動補助面２５と
の間の距離Ｄは、容器Ｃ１の高さＨよりも大きい。
【００３６】
　いくつかの実施例では、可動補助面２５は、少なくとも部分的には周辺突起２５Ｂによ
って囲まれ、可動補助面２５の上に落ちる液体が、例えばテーブル又は棚であるマシン載
置面の上に落ちるのが防止され、むしろ開口付き支持面２３の下に配置されたトレイに回
収されるようにする。これは、例えば、開口付き支持面２３と重なり合う領域で可動補助
面２５に穴を提供することによって達成され得る。図に示す実施例では、液体の回収は、
マシン１の方に向けられ且つ開口付き支持面２３と重なり合う可動補助面２５の縁に沿っ
て切られる周辺突起２５Ｂによって可能となる。
【００３７】
　それ故に、図３及び図４に示す位置では、可動補助面がひとたび前述の図に示すような
実質的に水平な位置に持ってこられると、より大きな容器Ｃ１が可動補助面によって支持
され得る。そして、可動補助面２５及び容器Ｃ１が、外側に突出する飲料分注ノズル１３
の下に位置付けられるようにし、飲料分注ノズル１３の遠位端１３Ａにある分注用開口が
容器Ｃ１の上に来るようにする。
【００３８】
　図２及び図４を見ると理解できるように、この位置では、可動補助面２５は、支持面２
３に実質的に平行であり、コーヒーマシン１の外側に且つその前に支持面２３を超えて突
出する。
【００３９】
　分注ノズル１３及び可動補助面２５を図１及び図３の位置から図２、図４、図５、及び
図６の位置に移動させるために、いくつかの実施例では、ドア１５と可動補助面２５との
間のリンク機構が提供され、ドア１５と可動補助面２５とが、それらの一方のみに作用を
及ぼすことで、一方の位置から他方の位置に或いはその逆に動かされるようにし、マシン
の調節をより単純にする。
【００４０】
　図に示す実施例では、上述のリンク機構は、ドア１５に枢動可能に係合される２つのブ
ラケット３１を含む。参照番号３３は水平に配置される旋回軸を示し、その周りでブラケ
ット３１がドア１５にヒンジで連結され、軸３３は軸１７に平行である。ブラケット３１
の反対端は３４のところで枢動可能に滑りフック部材３５に係合される。
【００４１】
　ドア１５が旋回されると、図１及び図２を見て理解され得るようにフック部材３５の両
方向矢印ｆ３５にしたがう滑り動作をもたらすために、その旋回動作はブラケット３１に
よって伝えられる。
【００４２】
　マシンの動作は以下の通りである。例えばエスプレッソコーヒーカップＣ等の小さい容
器が用いられる場合、コーヒーマシン１は、図１及び図３に示す状態に設定される。フロ
ントドア１５は閉じられている。分注ノズル１３は座部１９内に収容され、且つ、その遠
位端１３Ａを通じ、垂直に配置される注ぎ口２１と流体的に連通する。抽出ユニット７に
よって生成されるコーヒーは、パイプ１１、分注ノズル１３、及び注ぎ口２１を通り、マ
シン１の前部５の下に配置される支持面２３の上に置かれたカップＣに直接的に流れ込む
。
【００４３】
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　この位置において、可動補助面は休止位置に置かれる。休止位置では、可動補助面２５
が実質的に垂直となり且つ容器又はカップＣが置かれる領域の後ろでマシン１のハウジン
グ３のフロントパネル３Ｂに接する。
【００４４】
　ユーザがより大きな容器Ｃ１の使用を望む場合、ユーザは、ドア１５を図１及び図３の
位置から図２、図４、図５及び図６の位置に動かすために旋回軸１７の周りでドア１５を
旋回させるだけでよい。例えばドア１５にグリップ（図示せず。）を備えることによって
促進され得るこの旋回動作は以下の動作を引き起こす。飲料分注ノズル１３は、実質的に
垂直な位置（図１及び図３）から、その遠位端１３Ａが下を向いた状態となる実質的に水
平な位置にドア１５と共に移動する。ヒンジを介してドア１５に連結されたブラケット３
１は、回転及び並進の複合動作を行い、その動作はフック部材３５に伝えられ、引っ込め
られた位置（図１）から引き出された位置（図２）にフック部材３５を移動させる。この
動作は、垂直位置から水平位置に可動補助面２５を下方に傾ける。これは、図１及び図３
に示す位置において可動補助面２５の上縁２５Ａがフック部材３５の前に位置付けられて
いるために可能となる。その結果、フック部材３５の滑り前進動作は、重力によって可動
補助面２５が最終的に水平位置に傾くまで、可動補助面２５をその休止位置から外側に押
す。
【００４５】
　それ故に、ドア１５の単純な動作は、飲料分注ノズル１３及び可動補助面２５の双方を
図２、図４～図６の作動位置に持って行くのに十分である。
【００４６】
　図２、図４～図６の位置から図１及び図３の位置にユーザがマシンを戻す必要がある場
合、ユーザは、可動補助面２５を旋回軸２９の周りで旋回させて実質的に垂直な休止位置
に戻すだけでよい。この動作中、可動補助面２５の上縁２５Ａすなわち旋回軸２９の反対
側の縁はフック部材３５とかみ合い、図１及び図３に示す元の位置にそれを引き戻す。両
方向矢印ｆ３５にしたがったこの滑り動作は、ブラケット３１によってドア１５に伝えら
れる。それ故に、ドア１５は旋回軸１７の周りで傾けられ、図１及び図３に示す閉位置の
方に戻される。飲料分注ノズル１３は、遠位端１３Ａが分注用の注ぎ口２１の近位端と流
体的に連通する位置に戻される。
【００４７】
　本書で説明する要旨に関する開示された実施例は図面で示され、且つ、いくつかの典型
的な実施例との関連で入念且つ詳細に十分に説明されたが、本書で説明された新規の教示
、原理、及び概念、並びに、添付の請求項で列挙される要旨の有利点から実質的に逸脱す
ることなく、多くの改良、変更、及び省略が可能であることは当業者にとって明らかであ
ろう。それ故に、開示された革新の適切な範囲は、そのような改良、変更、及び省略の全
てを含むために、添付の請求項の最も広い解釈によってのみ決定されるべきである。また
、任意のプロセス又は方法のステップの並び又は順番は別の実施例にしたがって変更され
或いは並べ替えられてもよい。単語“含む”は、請求項に列挙されたもの以外の要素又は
ステップの存在を排除しない。要素の前に来る単数形の不定冠詞はその要素が複数存在す
ることを排除しない。複数の手段を列挙する装置クレームでは、それら手段の複数が同じ
１つのハードウェアアイテムによって具体化されてもよい。ある手法が互いに異なる従属
項に記載されているという単なる事実は、それらの手法の組み合わせが利益を得るために
利用され得ないことを示すものではない。
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